
1

川
崎
三
郎
（
紫
山
）
と
徳
富
蘇
峰
の
往
復
書
翰
（
二
）

大

谷

正

専
修
大
学
文
学
部
教
授

目
次

は
じ
め
に

一

徳
富
蘇
峰
宛
川
崎
三
郎
書
翰

（
以
上
一
〇
五
号
所
収
）

二

川
崎
三
郎
宛
徳
富
蘇
峰
書
翰

（
以
下
本
号
所
収
）

三

解
説
・
往
復
書
翰
か
ら
見
た
川
崎
三
郎
と
徳
富
蘇
峰
の
五
〇
年
を
超
え
る
交
友
関
係

二

川
崎
三
郎
宛
徳
富
蘇
峰
書
翰

１

明
治
２３
年
３
月
１４
日

貴
�
拝
読
仕
候
、
三
浦
中
将
未
た
面
識
ニ
無
之
候
間
何
卒
御
手
元
ニ
て
御
都
合
被
成
下
度
候
。
芳
野
世
経
氏
は
如
何
ニ
御
座
候
哉
、
島
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地
黙
雷
氏
は
如
何
、
福
地
源
一
郎
氏
ハ
如
何
、
御
近
傍
の
古
沢
滋
氏
ハ
如
何
、
今
少
し
思
ひ
切
り
て
福
沢
翁
ハ
如
何
。
目
下
漁
陽
の
大

援
ヲ
要
ス
ル
の
時
機
、
幸
ニ
大
兄
一
臂
の
力
ヲ
オ
シ
ム
勿
れ
。
匆
々
頓
首

三
月
十
四

徳
富
生

紫
山
大
兄

〔
封
筒
表
〕

麻
布
宮
村
町
七
十
七

北
村
三
郎
様

〔
封
筒
裏
（
切
手
あ
り
）〕

京
橋
日
吉
町

民
友
社

徳
富
猪
一
郎

２

明
治
（
２３
）
年
４
月
３
日

粛
啓

只
今
ヨ
リ
帰
東
仕
候
、
若
し
御
差
支
ナ
ク
ハ
鳳
駕
ニ
陪
し
臨
水
事
件
御
観
察
の
為
め
御
出
京
如
何
、
右
招
待
状
及
ひ
金
二
十
円
、

西
京
上
京
寺
町
丸
太
町
区
下
ル
大
沢
善
助
氏
迄
托
し
置
候
間
御
落
手
可
被
下
候
。

四
月
三
日
夜

徳
富
猪

紫
山
老
兄
玉
案
下

マ
マ

〔
封
筒
表
（
切
手
あ
り
）〕

名
古
屋
大
提
屋
新
聞
記
者
宿
所

北
村
三
郎
様

〔
封
筒
裏
〕

西
京
三
條
小
橋

徳
富
猪
一
郎

３

明
治
（
２４
）
年
５
月
１９
日

謹
啓

時
下
愈
御
清
健
奉
大
賀
候
、
陳
レ
ハ
国
民
新
聞
停
止
ニ
就
て
ハ
何
か
国
民
之
友
尊
文
御
恵
投
被
成
下
間
敷
哉
、
此
段
御
相
談
申
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上
候
。
頓
首

五
月
十
九

猪
一
郎

紫
山
老
兄
貴
下

〔
封
筒
表
〕

麻
布
宮
村
町
七
十
七

北
村
三
郎
様

〔
封
筒
裏
（
切
手
あ
り
）〕

民
友
社

徳
富
猪
一
郎

４

明
治
４４
年
１０
月
４
日

老
父
耳
聾
談
話
困
難
ニ
付
、
御
見
合
可
被
下
候
様
願
之
。

四
十
四

十
月
四

猪

紫
山
老
兄
大
人

〔
蘇
峯
用
箋
〕

〔
封
筒
表
（
切
手
あ
り
）〕

市
内
赤
坂
仲
ノ
町
黒
龍
会
本
部

川
崎
三
郎
殿

御
侍
史

〔
封
筒
裏
〕

東
京
市
赤
坂
区
青
山
本
町
六
丁
目
三
十
番
地

徳
富
猪
一
郎

５

大
正
３
年
５
月
７
日

啓
上

尚
不
愧
斎
集
ハ
一
読
候
、
然
る
ニ
原
仲
寧
ノ
晩
節
ニ
関
シ
、
其
の
一
橋
興
山
公
ヲ
幇
け
て
掉
尾
ノ
運
動
ヲ
ナ
シ
タ
ル
コ
ト
ニ
付

キ
、
何
之
材
料
ハ
無
之
候
哉
、
御
垂
誦
被
成
下
候
者
大
幸
ニ
奉
存
候
。
匆
不
一

猪
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紫
山
大
人

大
正
三

五
月
七

〔
蘇
峯
用
箋
〕

〔
封
筒
表
（
切
手
あ
り
）〕

東
京
市
外
千
駄
ヶ
谷
五
三
七

川
崎
三
郎
様

伺

〔
封
筒
裏
〕

東
京
市
赤
坂
区
青
山
本
町
六
丁
目
三
十
番
地

徳
富
猪
一
郎

６

大
正
８
年
５
月
２
日

江
州
ノ
塚
本
源
三
郎
氏
ノ
母
堂
今
度
高
等
女
学
校
ヲ
私
設
シ
之
ヲ
公
有
ニ
献
納
シ
其
開
業
式
ヲ
五
月
十
日
ニ
挙
行
ス
ル
ニ
付
、
一
言
祝

詞
ヲ
御
書
キ
送
リ
被
下
哉
。
塚
本
氏
ハ
当
今
富
豪
中
珍
し
き
篤
志
者
ニ
候
テ
、
其
ノ
一
家
親
族
代
々
皆
恤
リ
、
其
ノ
母
堂
ノ
如
キ
モ
既

ニ
八
十
歳
ニ
垂
ン
ト
シ
テ
一
家
ハ
固
リ
公
共
ノ
要
ニ
努
力
シ
ツ
ヽ
ア
リ
、
右
ノ
意
見
ニ
テ
小
生
名
儀
の
一
文
御
艸
ノ
上
御
送
被
下
度
候
。

同
氏
ノ
場
所
ハ
並
木
氏
ニ
御
聴
キ
被
下
度
候
。

江
州
蒲
生
郡
五
箇
荘
か
と
存
候
。
並
木
氏
承
知
セ
サ
レ
ハ
同
人
東
京
宿
所
ニ
電
話
シ
御
聞
合
被
下
候
。

大
正
八
五
月
二

猪

紫
山
大
人
玉
几
下

何
分
六
菖
十
菊
ト
ナ
ラ
サ
ル
様
奉
合
掌
候
。

〔
封
筒
表
（
切
手
あ
り
）〕

東
京
市
外
千
駄
ヶ
谷
五
四
九

川
崎
三
郎
殿

至
急
親
報

〔
封
筒
裏
〕

相
州
湯
河
原

蘇
峯
生

７

大
正
１０
年
２
月
２２
日

乍
恐
縮
一
詩
御
代
作
奉
合
掌
候
。
匆
不
一
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大
正
十

二
月
念
二

猪

紫
山
先
生

〔
封
筒
表
（
切
手
あ
り
）〕

東
京
市
外
大
井
町
字
出
石
五
一
一
六

川
崎
三
郎
殿

親
伺

〔
封
筒
裏
〕

相
州
逗
子
櫻
山
老
龍
庵

徳
富
（
印
刷
し
た
印
？
）

８

昭
和
６
年
５
月
２９
日

付
高
仰
ニ
候

行
幸
記
念
聖
柱

第
一
明
治
天
皇

第
二
昭
和
今
上

勝
茶
業
日
本
第
一

蘇
峰
撰
文

〔
封
筒
表
（
切
手
な
し
）〕

川
崎
紫
山
大
人

猪

本
文
ニ
就
キ
今
一
応
御
修
正
ヲ
乞
フ

但
本
文
ハ
複
写
ノ
上
御
保
有
被
下
度
候

６
・
５
・
２９

〔
封
筒
裏
〕
相
州
逗
子
櫻
山
老
龍
庵

徳
富
（
印
刷
）

９

昭
和
６
年
８
月
２８
日
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皇
政
一
新
の
業
成
リ
シ
以
来
、
既
に
六
十
年
。
今
や
昭
和
の
御
宇
に
際
し
、
維
新
回
天
の
皇
謨
を
翼
賛
し
た
る
一
人
、
山
県
有
朋
公
の

伝
記
を
編
述
す
る
は
、
蓋
し
等
閑
の
業
で
は
な
い
。
公
の
生
涯
は
、
孝
明
天
皇
、
明
治
天
皇
、
大
正
天
皇
の
三
朝
に
亘
り
、
然
も
其
の

三
朝
に
於
て
、
其
の
程
度
に
於
て
も
、
其
の
性
質
に
於
て
も
、
何
れ
も
同
一
で
は
な
か
つ
た
か
、
皆
そ
れ
ぞ
れ
の
役
目
で
働
い
た
。
特

に
明
治
天
皇
の
御
宇
に
於
て
は
、
何
れ
の
元
老
に
比
し
て
も
、
決
し
て
遜
色
な
き
役
目
で
働
い
た
。
天
下
西
郷
、
大
久
保
、
木
戸
を
以

て
、
維
新
の
三
傑
と
称
し
。
三
條
、
岩
倉
を
以
て
、
維
新
の
両
卿
と
唱
ふ
。
彼
等
は
何
れ
も
明
治
中
興
の
大
舞
台
に
於
て
、
顕
著
な
る

勤
労
を
致
し
た
。
然
も
上
は
彼
等
に
連
接
し
、
下
は
大
正
の
御
宇
に
及
ひ
、
文
武
両
方
面
に
於
て
明
治
大
正
両
朝
の
元
勲
た
る
等
は
、

偏
に
是
れ
公
を
推
さ
す
ハ
な
ら
ぬ
。
公
に
対
す
る
世
評
は
、
必
ら
す
し
も
蓋
棺
の
今
日
と
雖
も
一
定
し
な
い
。
然
も
公
の
此
の
独
特
の

位
置
ハ
、
孰
レ
ハ
如
何
な
る
苛
酷
な
る
批
評
書
も
之
を
否
定
す
る
こ
と
は
能
は
な
い
。

〔
封
筒
表
（
切
手
あ
り
）〕

伊
豆
熱
海
町
西
山
温
泉
小
西
旅
館

川
崎
三
郎
様

親
展
（
鉛
筆
書
き

蘇
峯
筆
跡
の
一

山
県
伝
）

〔
封
筒
裏
〕

東
京
市
京
橋
区
日
吉
町
民
友
社

徳
富
猪
一
郎

（
印

東
京
市
外
大
森
山
王

徳
富
）

※
黒
龍
会
出
版
部
封
筒
に
入
る
。
切
手
な
し
。（
表

徳
富
蘇
峰
筆
跡

裏

大
正
十
五
年

月

日

東
京
市
麹
町
区
永
田
町
二
丁

目
八
十
六
番
地

『
武
道
極
意
附
剛
勇
百
話
』
発
行
所

黒
龍
会
出
版
部

振
替
口
座
東
京
一
三
七
九
九
番

電
話
銀
座
七
二
二
〇
番
）

１０

昭
和
９
年
７
月
１８
日

拝
復

如
貴
命
山
中
冬
支
度
ニ
候
、
御
申
聞
ノ
一
件
先
生
御
起
稿
被
成
下
候
ハ
ヽ
仕
合
ニ
奉
存
候
。
賤
名
ハ
御
入
用
ナ
ラ
ハ
御
使
用
ニ

一
任
可
仕
候
。
匆
不
一

猪
一
郎

紫
山
先
生
玉
几
下



7 川崎三郎（紫山）と徳富蘇峰の往復書翰（二）（大谷）7

一
度
御
来
遊
如
何
、
エ
ー
ワ
ン
も
出
張
イ
タ
シ
申
候
也
。
福
並
八
重
樫
両
氏
ニ
も
ヨ
ロ
シ
ク
御
申
聞
被
下
候
。
悪
詩
五
首
新
聞
ニ
送
り

候
、
御
一
覧
ノ
上
御
叱
正
奉
合
爪
候
也
。

〔
封
筒
表
（
切
手
あ
り
）〕

東
京
大
森
区
南
千
束
町
三
四
〇

川
崎
紫
山
先
生

拝
復

蘇
叟

〔
封
筒
裏
〕

東
京
銀
座
西
八
丁
目

民
友
社

徳
富
猪
一
郎

山
中
湖
畔

双
宜
荘

１１

昭
和
１０
年
１
月
１９
日

謹
啓

過
日
御
起
艸
ノ
潤
筆
料
軽
少
ナ
レ
ト
モ
向
方
ヨ
リ
相
送
候
間
差
出
申
上
候
。
勿
不
一

紫
山
大
人

蘇
叟
拝
具

１０
・
１
・
１９

〔
封
筒
表
（
切
手
な
し
）〕

川
崎
紫
山
先
生

１０
・
１
・
１９

蘇
叟
拝
具

〔
封
筒
裏
〕

東
京
市
大
森
山
王

徳
富

１２

昭
和
１０
年
７
月
１６
日

御
手
教
敬
承
、
万
事
ヨ
ロ
シ
ク
御
処
措
被
下
度
候
。
其
中
御
光
来
延
頸
御
待
申
上
候
。
勿
拝
具

昭
和
十

七
月
十
六

蘇
叟
拝
具

紫
山
先
生
玉
几
下

〔
封
筒
表
（
切
手
あ
り
）〕

東
京
市
銀
座
西
八
丁
目
九

民
友
社

川
崎
紫
山
先
生

拝
答

〔
封
筒
裏
〕

東
京
銀
座
西
八
丁
目

民
友
社

山
梨
県
富
士
山
麓
山
中
湖
畔
旭
日
丘
双
宜
荘

徳
富
猪
一
郎
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１３

昭
和
１０
年
７
月
１７
日

御
来
示
敬
承
、
石
井
君
ニ
も
ヨ
ロ
シ
ク
、
万
事
貴
意
ノ
通
リ
悦
申
上
候
也
。
勿
不
一

昭
和
十

七
月
十
七

〔
葉
書
〕

東
京
市
銀
座
西
八
丁
目
九

民
友
社

川
崎
紫
山
大
人

山
梨
県
富
士
山
麓
山
中
湖
畔
旭
日
丘

双
宜
荘

徳
富
猪
一
郎

１４

不
明

��
伏
見
鳥
羽
戦
争

��
上
野
彰
義
隊
戦
争

��
会
津
戦
争

��
函
館
戦
争

戦
争
は
其
の
政
局
ニ
大
関
係
あ
る
も
の
の
み
を
掲
く
、
即
ち
上
の
如
し

��
戦
争
の
記
事
ニ
ハ
戦
図
を
添
申
可
し

��
戦
争
に
関
す
る
逸
事
奇
談
は
付
録
と
し
て
添
申
可
し

��
戦
争
ニ
ハ
其
の
前
後
の
大
勢
を
記
す
可
し

��
戦
争
の
文
字
は
左
伝
史
記
ノ
如
ク
色
彩
ア
ル
ヲ
要
す

��
文
字
は
一
切
言
文
一
致
と
す

但
引
用
文
ハ
此
限
ニ
あ
ら
す

〔
封
筒
表
（
切
手
な
し
）〕

川
崎
大
人
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〔
封
筒
裏
〕

東
京
市
赤
坂
区
青
山
東
町
六
丁
目
三
十
番
地

徳
富
猪
一
郎

１５

不
明

拝
啓

過
日
ハ
御
尊
著
被
成
下
奉
深
謝
候
。
倍
御
清
勝
御
執
筆
の
由
、
欣
然
此
事
に
奉
存
候
。
迂
生
も
奉
無
事
勉
強
罷
在
候
間
、
乍
憚

御
放
神
被
成
下
候
。
猶
勝
海
舟
先
生
碑
文
及
長
野
氏
碑
文
、
迂
生
執
筆
仕
候
も
の
御
帰
京
早
々
御
斧
正
願
上
度
、
今
よ
り
御
願
申
上
置

候
。
何
卒
御
容
謝
無
之
御
加
筆
御
叱
正
の
ほ
ど
呉
々
も
御
願
申
上
候
。
匆
々
頓
首

紫
山
先
生
玉
几
下

先
ハ
要
用
の
み

老
人

〔
蘇
峯
用
箋
〕

〔
封
筒
表
（
切
手
な
し
）〕

川
崎
先
生

〔
封
筒
裏
〕

東
京
市
銀
座
西
八
丁
目
九

民
友
社

徳
富
猪
一
郎

三

解
説
・
往
復
書
翰
か
ら
見
た
川
崎
三
郎
と
徳
富
蘇
峰
の
五
〇
年
を
超
え
る
交
友
関
係

（
一
）
徳
富
蘇
峰
記
念
館
所
蔵
の
徳
富
宛
川
崎
書
�
と
川
崎
宛
徳
富
書
翰
に
つ
い
て

「
ま
え
が
き
」
で
も
す
で
に
述
べ
た
が
、
本
稿
は
徳
富
蘇
峰
記
念
館
所
蔵
の
徳
富
蘇
峰
宛
川
崎
三
郎
書
翰
と
川
崎
三
郎
宛
徳
富
蘇
峰

書
�
を
翻
刻
す
る
も
の
で
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
翻
刻
の
理
解
に
資
す
る
た
め
、
こ
の
解
説
で
は
五
〇
年
以
上
に
わ
た
る
往
復
書
�
を
通

し
て
見
え
る
両
者
の
関
係
に
つ
い
て
簡
単
に
述
べ
る
。

な
お
、
今
後
こ
の
解
説
で
徳
富
蘇
峰
宛
川
崎
三
郎
書
�
を
引
用
す
る
と
き
は
、
翻
刻
の
手
紙
に
付
し
た
番
号
に
従
っ
て
、
川
崎
１
な

ど
と
表
記
す
る
。
川
崎
１
は
、
明
治
二
三
（
一
八
九
〇
）
年
三
月
六
日
付
の
徳
富
蘇
峰
宛
川
崎
三
郎
書
�
を
意
味
す
る
。
川
崎
三
郎
宛
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徳
富
蘇
峰
書
�
を
引
用
す
る
場
合
は
、
同
様
に
徳
富
１
と
し
、
こ
れ
は
明
治
二
三
年
三
月
一
四
日
付
の
川
崎
三
郎
宛
徳
富
蘇
峰
書
�
の

こ
と
で
あ
る
。

徳
富
蘇
峰
記
念
館
は
、
徳
富
蘇
峰
に
私
淑
し
、
蘇
峰
晩
年
の
一
九
四
〇
年
頃
か
ら
一
九
五
七
年
ま
で
秘
書
を
努
め
た
塩
崎
彦
市
（
神

奈
川
県
生
ま
れ
、
一
八
九
九
年
〜
一
九
七
八
年
）
が
一
九
六
九
年
神
奈
川
県
二
宮
町
の
自
宅
敷
地
に
開
設
し
た
施
設
で
、
蘇
峰
か
ら
遺

贈
を
受
け
た
蘇
峰
宛
書
�
、
蔵
書
、
原
稿
、
揮
毫
を
所
蔵
展
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
塩
崎
彦
市
の
死
後
、
そ
の
遺
志
を
継
い
だ
遺
族
が

徳
富
蘇
峰
記
念
塩
崎
財
団
を
設
立
し
、
一
九
七
九
年
か
ら
博
物
館
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。
現
在
の
時
点
で
確
認
さ
れ
た
徳
富
蘇
峰

宛
書
�
は
四
七
〇
〇
〇
通
余
で
あ
る
と
い
う
（
１
）

。
徳
富
蘇
峰
記
念
館
所
蔵
の
徳
富
宛
書
�
の
翻
刻
・
紹
介
は
様
々
な
形
で
行
わ
れ
て
い
る

が
（
２
）

、
徳
富
宛
川
崎
書
�
は
未
だ
に
本
格
的
に
は
翻
刻
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
本
稿
で
翻
刻
を
試
み
た
次
第
で
あ
る
。
徳
富
蘇
峰
記
念
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
人
物
検
索
の
川
崎
三
郎
の
項
に
は
、
次
の
よ
う
な
デ
ー
タ
が
記
さ
れ
て
い
る
。

蘇
峰
宛
書
簡

明
治
（
二
一
通
）
大
正
（
九
通
）
昭
和
（
四
八
通
）
不
明
（
六
通
）
計
八
四
通

封
書
（
七
五
通
）
葉
書
（
九
通
）

直
筆
（
八
二
通
）
印
刷
（
二
通
）

蘇
峰
書
簡
（
蘇
峰
発
信
）

明
治
（
四
通
）
大
正
（
四
通
）
昭
和
（
五
通
）
不
明
（
二
通
）
計
一
五
通

本
稿
で
翻
刻
す
る
に
当
た
っ
て
、
蘇
峰
宛
川
崎
書
�
に
つ
い
て
は
、
八
四
通
の
内
、
印
刷
物
二
通
、
不
鮮
明
で
判
読
で
き
な
い
一
通
、

蘇
峰
秘
書
の
八
重
樫
祈
美
子
宛
一
通
、
筆
者
が
川
崎
と
確
定
で
き
な
い
二
通
、
そ
し
て
川
崎
宛
古
田
吉
三
郎
書
�
一
通
の
合
計
七
通
を

除
い
た
七
七
通
を
川
崎
書
�
と
し
、
翻
刻
し
た
。
た
だ
し
、
川
崎
宛
古
田
吉
三
郎
書
�
は
、
川
崎
１５
の
理
解
を
助
け
る
た
め
、
川
崎
１５
―

２
と
し
て
翻
刻
し
て
い
る
。



11 川崎三郎（紫山）と徳富蘇峰の往復書翰（二）（大谷）11

七
七
通
の
内
訳
は
、
明
治
二
〇
通
、
大
正
九
通
、
昭
和
四
六
通
、
不
明
二
通
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
な
か
に
は
同
志
社
大
学
図
書
館

（
徳
富
文
庫
）
所
蔵
の
徳
富
宛
川
崎
書
�
を
筆
写
し
た
も
の
が
二
通
含
ま
れ
て
お
り
（
川
崎
３２
と
川
崎
３８
）、
こ
れ
ら
は
蘇
峰
秘
書
で
あ

っ
た
中
島
司
が
筆
写
し
た
可
能
性
が
高
い
。

一
方
、
川
崎
宛
蘇
峰
書
�
一
五
通
は
全
て
翻
刻
し
た
。
こ
こ
で
生
じ
る
疑
問
は
、
な
ぜ
徳
富
蘇
峰
記
念
館
に
川
崎
に
宛
て
た
蘇
峰
の

手
紙
が
あ
る
の
か
、
こ
れ
ら
の
書
�
は
い
つ
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
蘇
峰
の
も
と
に
戻
っ
て
来
た
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
に
関

連
す
る
と
推
測
さ
れ
る
、
次
ぎ
の
よ
う
な
塩
崎
彦
市
宛
川
崎
三
郎
書
�
（
昭
和
（
不
明
）
年
一
二
月
一
〇
日
）
が
徳
富
蘇
峰
記
念
館
に

所
蔵
さ
れ
て
い
る
。

蘇
峰
先
生

一

書
�

十
六
通

一

筆
蹟
並
原
稿

五
葉

一

徳
富
令
夫
人
手
�

一
通
添

友
人
ニ
預
ケ
置
候
モ
ノ
、
又
ハ
故
紙
堆
裏
取
調
ノ
上
更
ニ
捜
索
差
上
ク
ベ
シ
。
外
ニ
諸
名
家
ノ
書
束
モ
ア
リ
、
必
要
ト
ア
レ
ハ
差

上
ク
ベ
シ
。

十
二
月
十
日

川
崎

塩
崎
賢
台
玉
案
下

〔
封
筒
表
（
切
手
な
し
）〕
塩
崎
賢
台
親
展

川
崎
拝
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こ
の
川
崎
書
�
か
ら
、
塩
崎
か
ら
川
崎
に
対
す
る
、
徳
富
蘇
峰
の
書
�
を
返
却
し
て
ほ
し
い
と
い
う
要
請
に
応
じ
て
、
川
崎
が
蘇
峰

の
手
紙
一
六
通
、
そ
の
他
に
蘇
峰
の
筆
蹟
五
葉
・
静
子
夫
人
の
手
紙
一
通
を
返
却
し
た
こ
と
、
そ
し
て
返
却
さ
れ
た
手
紙
・
草
稿
の
多

く
が
現
在
ま
で
徳
富
蘇
峰
記
念
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
川
崎
は
、
こ
れ
以
外
に
も
友
人
に
預
け
た
も
の
や
、
資

料
に
紛
れ
て
し
ま
っ
た
蘇
峰
の
書
�
が
あ
る
と
も
述
べ
て
い
る
。
塩
崎
が
蘇
峰
の
手
紙
の
回
収
を
試
み
た
理
由
、
時
期
お
よ
び
返
還
を

依
頼
し
た
対
象
者
の
範
囲
は
不
明
で
あ
る
が
、
塩
崎
が
秘
書
と
な
っ
た
一
九
四
〇
年
頃
、
当
時
徳
富
家
の
顧
問
弁
護
士
を
務
め
て
い
た

早
川
喜
代
次
が
「
徳
富
蘇
峰
伝
記
編
纂
会
」
を
組
織
し
、
伝
記
編
纂
に
着
手
し
た
こ
と
と
、
蘇
峰
書
�
の
回
収
は
関
係
し
て
い
る
か
も

し
れ
な
い
（
３
）

。

翻
刻
し
た
徳
富
蘇
峰
宛
川
崎
三
郎
書
�
の
年
月
日
、
差
出
人
自
称
、
宛
名
、
内
容
要
旨
を
一
覧
に
し
た
も
の
が
表
１
、
同
じ
く
川
崎

宛
徳
富
書
�
を
一
覧
に
し
た
の
が
表
２
で
あ
る
。
ま
た
表
３
は
川
崎
の
略
年
譜
案
で
あ
る
。
以
上
の
三
つ
の
表
を
参
照
に
し
な
が
ら
、

最
初
に
書
�
の
自
称
と
宛
名
（
敬
称
・
脇
付
）
を
手
が
か
り
と
し
て
五
〇
年
に
亘
る
川
崎
と
徳
富
の
関
係
性
の
変
化
に
つ
い
て
概
観
し
、

つ
づ
い
て
明
治
と
大
正
・
昭
和
の
各
時
期
に
分
け
て
、
往
復
書
�
の
概
略
に
つ
い
て
解
説
を
試
み
た
い
。

（
二
）
書
�
の
自
称
と
宛
名
の
敬
称
・
脇
付
か
ら
見
た
川
崎
と
徳
富
の
関
係

表
２
の
川
崎
宛
徳
富
書
�
は
一
五
通
と
少
な
い
も
の
の
、
一
八
九
〇
年
（
明
治
二
三
）
か
ら
一
九
三
五
年
（
昭
和
一
〇
年
）
ま
で
の

書
�
が
存
在
し
、
時
代
の
偏
り
は
少
な
い
。

そ
れ
に
対
し
て
、
表
１
の
徳
富
宛
川
崎
書
�
は
七
七
通
と
数
は
多
い
も
の
の
、
川
崎
１４
（
明
治
三
八
〔
一
九
〇
五
〕
年
）
か
ら
川
崎

２１
（
大
正
一
〇
〔
一
九
二
一
〕
年
）
ま
で
の
間
の
約
一
五
年
分
が
抜
け
て
い
る
。
明
治
期
で
年
代
不
明
の
川
崎
１５
か
ら
川
崎
２０
ま
で
の

手
紙
は
、
そ
の
内
容
か
ら
一
八
九
〇
年
か
ら
一
九
〇
〇
年
頃
ま
で
の
手
紙
と
推
定
さ
れ
る
の
で
、
一
九
〇
五
年
か
ら
一
九
二
一
年
ま
で
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表１ 徳富蘇峰宛川崎三郎書�
年月日 差出人自称 宛名 書�の要旨

１ 明治２３年３月６日 小弟北邨生 蘇峯先輩几下 世界百傑伝第一編上梓、巻頭に老台の題辞を乞う

２ 明治（２３）年３月１１日 北邨生 徳富先生 稿料落収、奇人侠客、老僧仙士、武人の紹介願う

３ 明治（２３）年３月１４日 北邨生 蘇峯老台 学者政治家社会の後は保守党員、奇士侠客最も妙

４ 明治（２３）年３月１６日 紫山頑民 蘇峯老兄 第１回陸海軍大演習取材、百傑伝序文本日中に入稿依頼

５ 明治（２３）年３月２１日 北邨生 蘇峯老台侍史 大演習取材準備、伊勢で軍艦乗船予定、４６円落収

６ 明治２４年５月 日 紫山生 蘇峯老台 明日「忠奸弁」提出、掲載はお任せします

７ 明治２４年 月 日 紫山侠生 蘇峯老台 友人原稿天生女掲載依頼、新紙企画成る（経世新報）

８ 明治２４年 月 日 紫山侠生 蘇峯盟友 経世新報広告依頼、中西梅花の件は後から返答

９ 明治２４年 月 日 紫山生 蘇峯盟友 中西梅花を経世新報小説文学担当とするのは困難

１０ 明治２６年１２月 日 紫山 蘇峯先覚 拙稿を国民之友に掲載依頼、吉田松陰書評を希望

１１ 明治２７年７月 日 紫山生 蘇峯詞兄 内閣開戦決意故に辞職勧告中止、国民之友停止意外

１２ 明治２９年１月 日 紫山 蘇峯老兄 病気見舞いに逗子養神亭を訪ねるも蘇峰帰京

１３ 明治３７年１２月 日 川崎紫山 徳富蘇峯盟台 信濃毎日新聞に赴任途上の一絶と就任報告（官製葉書）

１４ 明治３８年８月２９日 愚弟川崎 徳富老盟台玉几下 日露戦争講和問題に付、切にご教訓を煩し度

１５ 明治 年 月２日 北邨生 徳富老台侍史 古田喜三郎が持込んだ職掌夢談掲載を依頼１５―１，１５―２

１６ 明治 年 月５日 紫山生 蘇峯老台 大隈への紹介を依頼、拙稿掲載依頼

１７ 明治 年 月 日 北村三郎 徳富猪一郎様玉榻下 野生友人岡本氏、老台に面会を希望

１８ 明治 年 月 日 小弟紫山 蘇峯先覚玉几下 横井小楠先生は陽明学者なりや

１９ 明治 年 月 日 紫山 蘇峯盟友 快文拝誦感謝、書外は拝芝の機会に譲る

２０ 明治 年 月 日 晩生北村生 徳富先覚几下 野生の書生を国民新聞配達人に採用を乞う

２１ 大正１０年６月１８日 川崎拝 蘇峯大人台下 水戸名産唐木細工、御笑納を乞う

２２ 大正１３年２月２０日 川崎三郎 徳富蘇峯様 久本氏を訪問、蘇峰の所存を伝達（絵葉書）

２３ 大正１４年３月２９日 川崎 蘇峯大人閣下 碑文の撰文、揮毫等依頼を御承知下さり、感謝

２４ 大正１４年１０月１３日 川崎拝 蘇峯大人玉案下 御依頼の橋本景岳伝脱稿、先生の御揮毫希望

２５ 大正１５年１月３日 川崎三郎 徳富猪一郎様 老龍菴訪蘇峯学人不遇、賦此寄懐

２６ 大正１５年６月１８日 川崎拝 蘇峯大人閣下 藤田東湖書�中の大塩平八郎洋行説について

２７ 大正 年３月１６日 川崎拝 蘇峯大人閣下 維新大綱目次、幕府制度の参考書

２８ 大正 年３月２８日 川崎拝具 蘇峯先生玉案下 幕府制度取調の参考書、小中村義象博士著書が良し

２９ 大正 年１２月１５日 川崎拝 蘇峯先生玉案下 長野県人塚田氏、所蔵の松陰の筆跡鑑定を乞う

３０ 昭和２年５月１２日 川崎拝 蘇峯大人閣下 註訳大日本史刊行企画、蘇峰に監修を乞う

３１ 昭和２年９月１０日 川崎 蘇峯大人閣下 大日本史注釈企画進行、蘇峰に総監修を乞う

３２ 昭和３年２月９日 川崎拝 蘇峯先輩玉案下 内田良平主催東亜産業博、白石日記の件

３３ 昭和４年９月７日 川崎拝 蘇峯大人閣下 山県伝、四彊戦争より皇政復興まで叙述

３４ 昭和（５）年１月２５日 川崎拝 蘇峯大人玉榻下 蘇峰の漢文原稿修正、山県伝第二巻脱稿

３５ 昭和５年８月１９日 紫山生拝 蘇峯徳富先生玉案下 山県伝取材で滞在中の塩原より漢詩を寄す（絵葉書）

３６ 昭和５年１１月１９日 川崎 蘇峯賢台 内田良平より送達の日韓合邦秘史の紹介依頼

３７ 昭和６年８月２６日 川崎拝 蘇峯大人玉案下 山県伝大正政変に至る、熱海を引揚げ帰京予定

３８ 昭和７年１１月１８日 紫山未定 蘇峯大人閣下 東京日日所載論評を読み一絶を呈す

３９ 昭和８年６月２７日 川崎拝 蘇峯大人閣下 山県伝の厚酬を感謝、松方伝は苦心推敲中
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４０ 昭和８年８月２２日 川崎拝 蘇峯大人閣下 託麻原碑文稿提出、松方伝は進行中御安神相成度

４１ 昭和９年７月１７日 川崎拝 蘇峯老台玉案下 水郡鉄道功労者白石義郎碑の撰文依頼

４２ 昭和９年８月２７日 川崎拝 蘇峯先生玉案下 松方伝に付御教示願う、水郡鉄道碑文稿提出

４３ 昭和１０年７月１５日 川崎拝 蘇峯賢台玉案下 茨城助川城址記念碑執筆依頼、山梨谷村蘇峰会

４４ 昭和１０年７月１６日 川崎拝 蘇峯賢台玉案下 山県大弐建碑式の祝辞依頼、文案は川崎代筆

４５ 昭和１２年８月２９日 川崎拝 蘇峯先生玉案下 航空殉難者顕彰殿建設に御賛同を乞う

４６ 昭和（１２）年９月１８日 川崎拝 蘇峯先生玉案下 吉田松陰東北漫遊地に建碑計画、揮毫を乞う

４７ 昭和（１２）年９月２２日 川崎拝 蘇峯賢大人玉案下 上記揮毫用紙到来、松陰先生游跡処が適当か

４８ 昭和１３年１月１日 川崎拝 蘇峯先覚大人台啓 満州国・北支新政権視察の旅行予定

４９ 昭和（１３）年２月６日 紫山 徳富蘇峯先生 冀東臨時政権視察、北京に向かう（絵葉書）

５０ 昭和１３年９月５日 弟川崎 徳富老賢台玉案下 伊藤公遺筆の跋文未定稿提出

５１ 昭和１３年９月１３日 劣弟川崎拝 蘇峯大人閣下 題伊藤公書復の文字御恵贈感謝、国民史佳境期待

５２ 昭和１４年１１月８日 川崎拝 蘇峯先生玉案下 京城への旅行企画、博文寺と朴泳孝氏遺族を訪う

５３ 昭和１４年１１月１５日 川崎三郎 徳富蘇峯先生 平壌を訪れる、牡丹台は壮観を極む（絵葉書）

５４ 昭和１５年６月１９日 劣弟川崎拝 蘇峯先生玉案下 川上大将伝資料調査、池宗墨訳本に題詞を乞う

５５ 昭和１５年８月８日 劣弟川崎拝 蘇峯先生玉案下 川上大将伝苦心執筆中、総論は先生大筆を願う

５６ 昭和１５年８月１５日 川崎三郎 蘇峯徳富先生玉案下 蘇峰大会の議決と先生の大演説に感服（絵葉書）

５７ 昭和１５年１１月１３日 川崎拝 蘇峯先生玉案下 川上大将伝１１月末脱稿予定、大日本史訳注成稿

５８ 昭和１５年１１月２２日 川崎拝 蘇峯先生玉案下 古 会組織者の韓永渉君の接見を願う

５９ 昭和１５年１２月１２日 川崎拝 蘇峯先生玉案下 陸軍援助で明春『大東亜』創刊、御垂教を乞う

６０ 昭和１６年１月５日 川崎拝 蘇峯先生玉案下 先生の放送講演感激、雑誌初号に講演転載を乞う

６１ 昭和１７年２月１５日 川崎拝 蘇峯先生玉案下 御出京の機会に大使館で徐大使との面会を乞う

６２ 昭和１７年５月１０日 川崎拝 蘇峯大人函丈玉案下 徐大使は御高教を希望、大使館への御来臨を乞う

６３ 昭和１７年５月１６日 川崎拝 蘇峯老台玉案下 南京政府外交部長接待で多忙、他日御来臨を乞う

６４ 昭和（１７）年６月１４日 川上拝 蘇峯老先生玉案下 民誼特使一行離京、再度大使館へ御来臨を乞う

６５ 昭和１７年１１月２０日 川崎拝 蘇峯先生侍曹 先生の御快癒を祈る、野生病痾未癒転居療養中

６６ 昭和１８年２月２１日 川崎拝 蘇峯徳富先生玉榻下 先生の御快癒を喜ぶ、深厚なる御見舞に感謝

６７ 昭和１８年３月２９日 川崎拝 徳富蘇峯先生玉案下 並木氏の師門に復活を許され候ことに感謝

６８ 昭和 年３月１６日 川崎拝 蘇峯大人閣下 東京日日福山が貴兄へ面会希望、山県伝起草を急ぐ

６９ 昭和 年４月２６日 川崎拝 蘇峯大人玉案下 尊稿に三卑見を付す、折角御自愛を乞う

７０ 昭和 年７月２６日 川崎拝 蘇峯大人玉案下 近世勤皇家三十傑人選に迷う、御高見を乞う

７１ 昭和 年８月２０日 川崎拝 蘇峯賢台玉案下 片野利三次氏の招きに依り別府・佐賀関を巡覧

７２ 昭和 年８月２９日 川崎拝 蘇峯大人閣下 田尻稲里氏編纂贈位諸賢伝の国民新聞への紹介依頼

７３ 昭和 年 月２１日 川崎拝 蘇峯先生玉案下 大月谷村より明日帰京予定、稿本再検討して明朝提出

７４ 昭和 年 月 日 川崎拝 蘇峯大人玉案下 貴嘱三稿草案完成、上田英一郎碑文に御垂教乞う

７５ 昭和 年 月 日 川崎拝 蘇峯老賢台玉案下 昭和６年熊本陸軍大演習、昭和天皇八代宮参拝頌徳碑

７６ 年代不明 紫山劣弟 蘇峯老台 森永氏日本新聞記者列伝の資料募集のため面会希望

７７ 年代不明 紫山 蘇峯賢台 友人上田氏が面会希望（封筒に蘇峰筆で「川崎紫山」）
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の
手
紙
が
ス
ッ
ポ
リ
と
抜
け
て
い
る
と
い
う
事
実
は
揺
る
が
な
い
。
こ
の

手
紙
の
空
白
期
間
に
川
崎
と
徳
富
に
交
流
が
あ
っ
た
こ
と
は
表
２
か
ら
明

か
で
あ
る
し
、
表
３
川
崎
三
郎
略
年
譜
案
を
見
る
と
、
大
正
の
前
半
に
は
、

蘇
峰
企
画
の
「
明
治
天
皇
御
宇
史
」
編
纂
事
業
（
中
断
）
や
『
公
爵
桂
太

郎
』
編
纂
で
川
崎
と
徳
富
は
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か

な
の
で
、
両
者
の
間
に
手
紙
の
遣
り
取
り
が
あ
っ
て
当
然
で
あ
る
。
こ
の

一
五
年
間
の
手
紙
は
、
途
中
で
紛
失
し
た
の
か
、
あ
る
い
は
ま
と
ま
っ
て

別
の
徳
富
蘇
峰
関
係
資
料
館
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

次
に
書
�
の
自
称
と
宛
名
の
敬
称
お
よ
び
脇
付
の
書
き
方
の
時
期
的
変

化
か
ら
、
両
者
の
関
係
性
の
変
化
を
検
討
し
た
い
。

表
１
の
徳
富
宛
川
崎
書
�
の
場
合
、
川
崎
１
か
ら
川
崎
２０
ま
で
の
明
治

期
の
書
�
と
、
川
崎
２１
か
ら
川
崎
７５
ま
で
の
大
正
・
昭
和
期
の
書
�
と
で

は
、
自
称
・
敬
称
と
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

自
称
に
つ
い
て
は
、
川
崎
は
徴
兵
検
査
を
明
治
一
六
（
一
八
八
三
）
年

に
受
け
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
直
前
の
一
八
八
一
年
か
一
八
八
二
年

に
徴
兵
検
査
を
逃
れ
る
た
め
、
記
者
と
し
て
働
い
て
い
た
東
京
曙
新
聞
の

社
長
兼
編
集
長
岡
本
武
雄
の
親
戚
北
村
家
を
継
い
で
北
村
三
郎
と
名
乗
り

は
じ
め
、
そ
の
一
〇
年
後
の
明
治
二
四
（
一
八
九
一
）
年
末
か
ら
復
姓
し

表２ 川崎三郎宛徳富蘇峰書�
年月日 差出人自称 宛名 書�の要旨

１ 明治２３年３月１４日 徳富生 紫山大兄 人物選定について提案（３月１１日川崎書簡への返信）

２ 明治（２３）年４月３日 徳富猪 紫山老兄玉案下 第１回陸海軍大演習の後、京都疎水開業式取材を依頼

３ 明治（２４）年５月１９日 猪一郎 紫山老兄貴下 国民新聞停止につき国民之友への原稿を依頼

４ 明治４４年１０月４日 猪 紫山老兄大人 老父談話困難につき面会お見合せを願う

５ 大正３年５月７日 猪 紫山大人 一橋慶喜に仕えた原仲寧に関する史料の教示を乞う

６ 大正８年５月２日 猪 紫山大人玉几下 江州塚本源三郎氏母堂開設の高女開業式式辞代作を依頼

７ 大正１０年２月２２日 猪 紫山先生 漢詩代作依頼

８ 昭和６年５月２９日 猪 川崎紫山大人 天皇行幸記念碑並びに茶業日本第一碑の撰文依頼

９ 昭和６年８月２８日 徳富猪一郎 川崎三郎様 公爵山県有朋の序文案か

１０ 昭和９年７月１８日 猪 紫山先生玉几下 御申聞一件、先生御起稿願う、賤名の使用は一任す

１１ 昭和１０年１月１９日 蘇叟 紫山大人 潤筆料送付

１２ 昭和１０年７月１６日 蘇叟 紫山先生玉几下 御手教敬承、御来光延頸御待申上候

１３ 昭和１０年７月１７日 徳富猪一郎 川崎紫山大人 御来示敬承、万事貴意の通り悦申上候也（葉書）

１４ 年代不明 徳富猪一郎 川崎大人 戊辰戦争原稿執筆の凡例？

１５ 年代不明 老人 紫山先生玉几下 過日尊著拝受、勝海舟碑文と長野氏碑文の御叱正を乞う
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表３ 川崎三郎略年譜案

１８６３（徳富猪一郎、熊本水俣の郷士の家に誕生）

１８６４ 水戸藩士川崎胤興３男、名は胤贇、号は紫山。自強館で学び１８８０年頃上京、大蔵
省勤務か。

１８８１ 東京曙新聞記者、翌１８８２年大阪で発行された立憲帝政党機関紙『大東日報』記者。
徴兵逃れのため曙新聞社長兼編集長岡本武雄の親戚北村家を継ぎ北村三郎と名乗
る。

１８８６（徳富『将来之日本』出版、ベストセラー）

１８８７ 処女作、政治小説『新帝国策』刊行。（徳富、『国民之友』創刊）

１８８８ 東洋経綸論『東洋策』刊行。

１８８９ 博文館の企画に参加。『万国歴史全書』１８８９～９０年、『世界百傑伝』１８９０～９１年、
『日本百傑伝』後半１８９３年、『西南戦史』１８９３年、『戊辰戦史』１８９３～９４年など。

１８９０ 東邦協会の設立趣意書起草。雑誌『活世界』創刊。（徳富、『国民新聞』創刊）

１８９１『経世新報』創刊（９．９）、この頃、北村姓から川崎姓に戻す。翌１８９２年、雲台の
機微事件で休刊、再刊するも９月廃刊。

１８９４『中央新聞』記者として対外硬派「新聞同盟」に参加。『朝鮮革新策』を７月末刊
行。第一軍従軍、山県有朋・桂太郎と平壌へ。「赤痢病」に罹り、９５年までソウ
ルに滞在。

１８９５ 博文館が総合雑誌『太陽』発行、川崎は１８９５～１９００年頃まで常連寄稿者。

１８９６『日清戦史』刊行開始（１８９７年完成）。

１８９７ 松方正義の援助で中国視察へ、『太陽』に中国滞在記掲載。

１８９９ 国民協会後身の帝国党の設立に参加。

１９０１ 中央新聞主筆。黒龍会に参加。

１９０４『信濃毎日新聞』主筆（１９０６年まで）。朝鮮一進会に関係、日韓合邦運動に参加。

１９０８～１１『西南紀伝』執筆・刊行（黒龍会本部、内田良平名義）。

１９１４ 蘇峰企画の「明治天皇御宇史」の助手（年間５００円）。次いで、徳富蘇峰編『公爵
桂太郎伝』の中心的な執筆スタッフとなる。１９１６年原稿完成、１９１７年刊行。

１９２０年代後半 大津淳一郎の依頼で『大日本憲政史』全７巻を編纂。

１９２０年代後半～１９３０年代前半 徳富蘇峰の依頼で、山県有朋と松方正義の伝記を執筆。

１９３９～４１『訳注大日本史』刊行。

１９４０『陸軍大将川上操六』（徳富蘇峰編、薩藩史研究会刊行、１９４２年）執筆。

１９４１ 陸軍の援助で雑誌『大東亜』発刊。

１９４３ ５月１２日没、享年８０歳。

出典：『国史大辞典』・『明治時代史大辞典』（共に吉川弘文館刊）の「川崎三郎（紫山）」の項と拙
論「忘れられたジャーナリスト・史論家・アジア主義者川崎三郎」（『専修史学』２９号、１９９８）・同
「川崎三郎小論」（『近世近代の地域と権力』清文堂、１９９８）より作成。
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て
再
び
川
崎
三
郎
と
名
乗
っ
た
（
表
３
参
照
）。
し
た
が
っ
て
、
明
治
期
書
�
の
自
称
に
は
「
北
邨
生
」
あ
る
い
は
雅
号
の
「
紫
山
」・

「
紫
山
生
」
が
多
く
、
一
部
に
「
小
弟
北
邨
生
」
や
「
愚
弟
川
崎
」
と
や
や
遜
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

敬
称
は
、「
先
輩
」、「
先
生
」、「
先
覚
」、「
老
台
」、「
老
兄
」、「
詞
兄
」、「
盟
友
」、「
盟
台
」
な
ど
が
あ
る
が
、「
先
生
」
を
除
け
ば
、

い
ず
れ
の
敬
称
も
ほ
ぼ
対
等
な
人
間
関
係
で
使
用
さ
れ
る
用
語
で
あ
る
。
三
分
の
一
程
の
手
紙
に
は
脇
付
が
あ
り
、「
侍
史
」、「
玉
机

下
」、「
玉
榻
下
」
の
よ
う
な
丁
寧
な
脇
付
の
用
例
が
あ
る
。

結
論
的
に
は
、
明
治
期
の
徳
富
宛
川
崎
書
�
は
、
自
称
、
敬
称
、
脇
付
か
ら
見
て
、
川
崎
は
自
分
と
徳
富
は
対
等
な
関
係
で
あ
る
と

考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
例
外
は
川
崎
１４
（
明
治
三
八
年
八
月
二
九
日
）
で
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
締
結
直
前
の
徳
富
に
対
し
て
講
和

問
題
に
関
し
て
教
示
を
乞
う
手
紙
は
、
自
称
「
愚
弟
川
崎
」
で
、
宛
名
は
「
徳
富
老
盟
台
玉
几
下
」
と
か
な
り
丁
寧
で
あ
る
。
日
露
戦

争
の
頃
か
ら
川
崎
と
徳
富
の
関
係
が
変
わ
り
始
め
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
な
お
、
年
代
不
明
の
川
崎
７６
と
川
崎
７７
は
、
自
称
・
宛
名
敬

称
か
ら
見
て
、
明
治
期
の
書
�
と
推
定
で
き
る
。

日
露
戦
争
後
、
川
崎
は
日
韓
合
邦
運
動
に
関
与
す
る
と
と
も
に
、
政
治
運
動
と
並
行
し
て
黒
龍
会
本
部
か
ら
刊
行
さ
れ
た
分
厚
い『
西

南
紀
伝
』
全
六
冊
を
執
筆
し
て
、
挫
折
し
た
西
郷
隆
盛
に
よ
る
「
進
取
」
の
政
策
を
高
く
評
価
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
間
接
的
に
第
二

次
桂
太
郎
内
閣
の
韓
国
併
合
政
策
を
批
判
し
た
。
一
九
一
二
（
明
治
四
五
）
年
に
明
治
が
終
わ
り
、
大
正
が
始
ま
る
と
、
五
〇
歳
に
な

っ
た
川
崎
は
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
の
活
動
を
限
定
し
、
ま
た
自
分
の
名
前
で
歴
史
書
を
執
筆
す
る
こ
と
も
止
め
て
（
４
）

、
職
業
的
な
歴

史
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
徳
富
蘇
峰
や
大
津
淳
一
郎
に
雇
わ
れ
て
原
稿
料
を
得
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
生
活
ス
タ
イ
ル
は
大
正
初
期
か
ら

一
九
三
〇
年
代
半
ば
ま
で
、
二
〇
年
以
上
続
い
た
。

空
白
の
一
五
年
間
の
あ
と
の
、
大
正
後
期
・
昭
和
期
二
二
年
間
の
徳
富
宛
川
崎
書
�
は
五
五
通
と
数
が
多
く
、
自
称
、
敬
称
、
脇
付

は
明
治
期
と
一
変
す
る
。
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自
称
は
、「
川
崎
拝
」、「
川
崎
三
郎
」
と
本
名
を
記
す
も
の
が
圧
倒
的
で
、
稀
に
「
紫
山
生
」、「
弟
紫
山
」、「
劣
弟
川
崎
拝
」
と
雅

号
を
使
用
す
る
も
の
が
あ
る
。
他
方
の
徳
富
に
対
す
る
敬
称
は
「
大
人
」、「
先
生
」
が
ほ
と
ん
ど
で
、
同
格
の
人
物
に
用
い
る
「
先
輩
」、

「
賢
台
」、「
老
賢
台
」
な
ど
の
事
例
は
数
少
な
い
。
脇
付
は
、
葉
書
を
除
く
ほ
と
ん
ど
全
て
の
手
紙
で
使
用
さ
れ
、「
閣
下
」、「
侍
曹
」、

「
台
下
」、「
函
丈
」、「
玉
案
下
」、「
玉
榻
下
」
な
ど
、
目
上
、
師
、
高
貴
な
人
に
対
し
て
用
い
る
用
語
が
使
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
徳

富
に
対
す
る
宛
名
は
、「
蘇
峯
大
人
台
下
」、「
蘇
峯
大
人
閣
下
」、「
蘇
峯
賢
台
大
人
玉
案
下
」、「
蘇
峰
先
覚
大
人
台
啓
」、「
蘇
峯
大
人

函
丈
玉
案
下
」
な
ど
と
、
大
げ
さ
な
も
の
と
な
っ
た
。
自
称
を
雅
号
で
は
な
く
本
名
で
書
き
、
宛
名
を
最
大
限
の
尊
敬
を
込
め
て
書
く

こ
と
で
、
川
崎
は
ス
ポ
ン
サ
ー
で
あ
る
徳
富
に
最
大
限
の
敬
意
を
払
っ
た
の
で
あ
る
。

一
方
、
表
２
の
川
崎
宛
徳
富
書
�
は
違
っ
た
様
相
を
示
す
。
蘇
峰
の
書
い
た
手
紙
で
は
、
自
称
は
本
名
の
「
徳
富
生
」
か
「
徳
富
猪

一
郎
」、
ま
た
は
名
前
の
「
猪
一
郎
」・「
猪
」
が
使
用
さ
れ
、
例
外
的
に
「
蘇
叟
」
が
二
通
あ
る
。
宛
名
は
雅
号
の
「
紫
山
」
の
使
用

が
多
く
、
例
外
的
に
「
川
崎
三
郎
」
の
本
名
を
記
し
た
も
の
が
あ
る
。
敬
称
は
、
明
治
二
〇
年
代
は
対
等
な
関
係
を
意
味
す
る
「
大
兄
」、

「
老
兄
」
の
使
用
が
あ
る
が
、
そ
れ
以
後
は
「
大
人
」
と
「
先
生
」
で
あ
る
。
脇
付
は
、「
貴
下
」、「
玉
案
下
」、「
玉
几
下
」
が
約
半
数

の
手
紙
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
蘇
峰
は
川
崎
を
、
明
治
二
〇
年
代
に
は
対
等
な
関
係
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
著
述

家
と
し
て
扱
い
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
は
自
身
の
歴
史
編
纂
事
業
の
不
可
欠
の
協
力
者
と
し
て
敬
意
を
以
て
接
し
た
こ
と
が
伺
え

る
。
徳
富
と
川
崎
の
関
係
が
長
続
き
し
た
原
因
と
し
て
、
両
者
が
相
互
補
完
的
な
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
と
、
手
紙
の
書
き
方
に
見
ら
れ

る
よ
う
に
両
者
が
大
人
の
対
応
を
維
持
し
、
相
互
に
敬
意
を
持
っ
て
付
き
合
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

（
三
）
明
治
期
の
往
復
書
�

川
崎
が
徳
富
を
訪
ね
た
の
は
、
榎
木
坂
湯
浅
邸
に
あ
っ
た
民
友
社
事
務
所
を
訪
ね
た
の
が
最
初
で
あ
り
、「『
国
民
之
友
』
が
発
刊
さ
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れ
る
や
、
豊
公
征
韓
役
な
ど
多
く
の
史
論
や
政
論
を
「
蘆
中
之
人
」
の
変
名
で
寄
稿
し
た
（
５
）

」
と
、
徳
富
伝
を
著
し
た
早
川
喜
代
次
は
記

す
。
徳
富
は
一
八
八
六
（
明
治
一
九
）
年
末
、
一
家
を
挙
げ
て
上
京
し
、
翌
一
八
八
七
（
明
治
二
〇
）
年
二
月
一
五
日
に
『
国
民
之
友
』

を
創
刊
し
た
か
ら
、
早
川
の
記
述
に
拠
れ
ば
、『
国
民
之
友
』
創
刊
の
前
後
に
川
崎
と
徳
富
は
知
り
合
っ
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
徳

富
が
一
八
九
〇
（
明
治
二
三
）
年
に
『
国
民
新
聞
』
を
創
刊
す
る
と
、
川
崎
は
「
蘆
中
の
人
」
や
「
紫
山
浪
人
」
他
の
複
数
の
ペ
ン
ネ

ー
ム
を
使
っ
て
記
事
を
寄
せ
て
お
り
、
そ
の
数
は
少
な
く
な
い
。

徳
富
と
最
初
に
出
会
っ
た
頃
、
川
崎
は
東
京
と
大
阪
で
の
新
聞
記
者
経
験
を
経
て
帰
京
し
、
一
八
八
七
年
五
月
発
行
の
処
女
作
『
新

帝
国
策
』
を
執
筆
中
で
、
つ
づ
い
て
翌
年
一
八
八
八
年
に
は
東
洋
経
綸
策
を
述
べ
た
『
東
洋
策
』
を
出
版
し
た
。
さ
ら
に
翌
年
一
八
八

九
（
明
治
二
二
）
年
か
ら
は
博
文
館
の
企
画
に
参
加
し
、
以
後
一
〇
年
余
り
博
文
館
を
執
筆
活
動
の
拠
点
と
し
た
。
そ
し
て
一
歳
年
長

の
徳
富
の
後
を
追
う
よ
う
に
、
一
八
九
〇
年
に
雑
誌
『
活
世
界
』
の
創
刊
に
参
加
し
、
一
八
九
一
（
明
治
二
四
）
年
に
松
方
正
義
や
渡

辺
国
武
の
援
助
で
『
経
世
新
報
』
に
こ
ぎ
着
け
た
（
表
３
参
照
）。

川
崎
１
か
ら
川
崎
９
ま
で
の
九
通
は
一
八
九
〇
年
と
一
八
九
一
年
の
も
の
で
、
川
崎
と
徳
富
が
若
き
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
著
述
家
と

し
て
活
躍
し
始
め
た
頃
の
手
紙
で
あ
る
。
ま
た
明
治
時
代
の
年
月
日
が
確
定
で
き
な
い
川
崎
１５
か
ら
川
崎
２０
の
六
通
も
、
同
時
期
の
も

の
で
あ
る
可
能
性
が
強
い
。
こ
れ
に
対
応
す
る
の
が
、
徳
富
１
か
ら
徳
富
３
ま
で
の
三
通
で
あ
る
。

川
崎
１
は
、
単
独
で
『
世
界
百
傑
伝
』
一
二
冊
（
一
八
九
〇
年
三
月
〜
一
八
九
一
年
四
月
）
に
挑
戦
し
始
め
た
川
崎
が
、
徳
富
に
百

傑
伝
に
掲
載
す
る
人
物
の
選
定
を
相
談
し
、
同
時
に
第
一
編
巻
頭
に
徳
富
の
題
辞
を
依
頼
す
る
内
容
で
あ
る
。
結
局
、
第
一
編
に
は
、

勝
海
舟
、
渡
辺
国
武
、
徳
富
蘇
峰
、
栗
本
鋤
雲
が
題
辞
を
寄
せ
た
。

川
崎
２
と
川
崎
３
お
よ
び
徳
富
１
の
三
通
は
、
川
崎
が
「
蘆
中
の
人
」
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
一
八
九
〇
年
五
月
か
ら
『
国
民
新
聞
』
に

連
載
を
始
め
た
、
現
代
の
著
名
人
論
の
「
也
夢
」
シ
リ
ー
ズ
の
人
選
の
相
談
で
あ
る
。



専修人文論集１０６号 20

川
崎
４
と
川
崎
５
お
よ
び
徳
富
２
の
三
通
は
、
一
八
九
〇
年
三
月
三
〇
日
か
ら
四
月
三
日
の
五
日
間
、
西
三
河
か
ら
尾
張
東
部
に
か

け
て
の
地
域
で
行
わ
れ
た
第
一
回
陸
海
軍
大
演
習
の
取
材
に
関
す
る
打
ち
合
わ
せ
の
手
紙
で
あ
る
。
川
崎
は
徳
富
の
依
頼
を
受
け
て
愛

知
県
で
大
演
習
の
取
材
を
行
い
、
こ
れ
が
終
わ
る
と
、
四
月
九
日
に
明
治
天
皇
と
皇
后
が
臨
席
し
て
行
わ
れ
た
、
琵
琶
湖
疏
水
竣
工
式

の
取
材
に
も
赴
い
た
。
こ
の
取
材
は
『
国
民
新
聞
』
紙
上
の
「
閃
電
光
」
と
題
す
る
二
七
回
連
載
の
記
事
と
な
っ
た
。

一
八
九
一
年
五
月
、『
国
民
新
聞
』
が
発
行
停
止
処
分
を
受
け
る
と
、
徳
富
は
川
崎
に
『
国
民
之
友
』
に
掲
載
す
る
原
稿
を
依
頼
（
徳

富
３
）、
川
崎
は
こ
れ
に
応
え
「
忠
奸
弁
」
と
題
す
原
稿
を
寄
せ
た
（
川
崎
６
）。
結
局
こ
の
記
事
は
六
月
初
旬
に
『
国
民
新
聞
』
に
掲

載
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
同
じ
一
八
九
一
年
の
川
崎
７
・
川
崎
８
・
川
崎
９
は
、
同
年
九
月
に
発
刊
さ
れ
、
実
質
的
に
川
崎
が
編
集
長
と

な
っ
た
『
経
世
新
報
』
に
関
連
す
る
手
紙
で
、
そ
こ
に
は
新
聞
経
営
に
乗
り
出
そ
う
と
す
る
川
崎
の
若
者
ら
し
い
気
負
い
が
見
え
る
。

以
上
の
一
八
九
〇
年
と
一
八
九
一
年
の
往
復
書
�
か
ら
は
、
川
崎
が
徳
富
の
経
営
す
る
『
国
民
之
友
』
と
『
国
民
新
聞
』
の
重
要
な

寄
稿
者
の
一
人
で
あ
っ
た
こ
と
、
そ
し
て
川
崎
は
博
文
館
で
の
歴
史
書
叙
述
と
『
国
民
之
友
』・『
国
民
新
聞
』
で
の
活
動
を
足
が
か
り

に
、
自
ら
新
聞
経
営
に
乗
り
出
し
て
い
っ
た
様
子
が
分
か
る
。
徳
富
は
自
伝
で
、
当
時
の
自
分
の
思
想
を
「
平
民
的
急
進
主
義
」（
教

科
書
的
に
は
平
民
的
欧
化
主
義
）
と
定
義
し
て
お
り
、
一
方
の
川
崎
は
武
断
的
・
侵
略
的
な
ア
ジ
ア
主
義
者
で
あ
っ
た
。
二
人
の
思
想
、

つ
ま
り
平
民
的
欧
化
主
義
と
侵
略
的
ア
ジ
ア
主
義
が
『
国
民
新
聞
』
紙
上
で
共
存
で
き
た
理
由
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
拙
稿
で
議
論
し

た
（
６
）

。こ
れ
ら
に
続
く
川
崎
１０
・
川
崎
１１
・
川
崎
１２
は
、
日
清
戦
争
前
後
の
両
者
の
関
係
を
示
す
。
徳
富
は
『
吉
田
松
陰
』
を
書
き
、
さ
ら

に
三
国
干
渉
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
平
民
的
欧
化
主
義
か
ら
国
家
主
義
・
対
外
膨
張
論
に
変
化
す
る
が
、
そ
う
な
る
と
川
崎
と
徳
富
の

思
想
的
差
違
は
僅
か
な
も
の
に
な
っ
た
（
７
）

。

日
露
戦
争
期
の
両
者
の
関
係
を
示
す
の
が
、
川
崎
１３
、
川
崎
１４
で
あ
る
。
徳
富
の
推
薦
で
、
川
崎
は
山
路
愛
山
の
後
を
襲
っ
て
一
九
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〇
四
年
末
に
『
信
濃
毎
日
新
聞
』
主
筆
と
な
り
、
一
九
〇
六
年
ま
で
在
籍
し
た
。
す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
、
こ
の
頃
に
な
る
と
、
川
崎

は
徳
富
を
尊
重
し
、
依
存
す
る
傾
向
が
始
ま
っ
た
こ
と
が
、
川
崎
の
手
紙
か
ら
伺
え
る
。

（
四
）
大
正
・
昭
和
期
の
往
復
書
�

明
治
末
期
に
日
韓
合
邦
運
動
と
『
西
南
紀
伝
』
執
筆
で
忙
し
か
っ
た
川
崎
と
、
徳
富
と
の
関
係
が
再
び
深
ま
っ
た
の
は
一
九
一
四
（
大

正
三
）
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
九
一
三
年
、
桂
新
党
を
支
持
し
た
徳
富
の
国
民
新
聞
社
は
二
度
目
の
焼
き
討
ち
を
受
け
、
一
〇
月
一

〇
日
、
桂
が
死
ぬ
と
、
桂
の
御
用
記
者
で
あ
っ
た
徳
富
は
政
界
か
ら
離
れ
、
再
び
新
聞
事
業
に
専
念
し
た
。
翌
年
、
徳
富
は
明
治
天
皇

御
宇
史
を
企
画
し
、
川
崎
は
そ
の
助
手
と
な
っ
た
が
、
同
年
の
第
一
次
世
界
大
戦
へ
の
参
戦
と
父
徳
富
一
敬
の
死
去
の
た
め
計
画
は
頓

挫
し
た
。
そ
の
後
、
桂
太
郎
伝
の
編
纂
が
始
ま
る
と
、
川
崎
は
伝
記
執
筆
と
原
稿
全
体
の
整
理
統
一
を
担
当
し
、『
公
爵
桂
太
郎
伝
』は

一
九
一
七
年
二
月
に
出
版
さ
れ
た
。
満
を
持
し
て
徳
富
は
翌
年
一
九
一
八
（
大
正
七
）
年
六
月
、『
近
世
日
本
国
民
史
』
を
起
稿
し
た
。

徳
富
５
お
よ
び
徳
富
１４
と
川
崎
２７
お
よ
び
川
崎
２８
が
上
記
の
出
来
事
と
関
連
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
徳
富
５
で
は
、
徳
富
は
一

橋
慶
喜
の
側
近
原
仲
寧
の
文
集
を
読
ん
だ
上
で
、
さ
ら
に
川
崎
に
原
に
関
す
る
史
料
が
な
い
か
と
問
い
合
わ
せ
た
。
す
で
に
述
べ
た
よ

う
に
川
崎
に
『
戊
辰
戦
史
』
一
二
冊
の
著
書
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
川
崎
２７
、
川
崎
２８
は
徳
富
の
依
頼
を
承
け
て
、
川
崎
が
幕
府

制
度
を
調
べ
た
報
告
で
あ
る
。
年
代
不
詳
の
徳
富
１４
は
住
所
が
青
山
な
の
で
一
九
二
二
（
大
正
一
一
）
年
以
前
の
手
紙
で
あ
る
が
、
鳥

羽
伏
見
、
上
野
彰
義
隊
、
会
津
戦
争
、
函
館
戦
争
、
つ
ま
り
戊
辰
戦
争
に
つ
い
て
、
徳
富
は
執
筆
要
項
を
示
し
て
原
稿
を
書
く
よ
う
に

指
示
し
て
い
る
。
こ
の
原
稿
が
、
明
治
天
皇
御
宇
史
な
の
か
、
桂
伝
な
の
か
、
ま
た
『
近
世
日
本
国
民
史
』
に
関
連
す
る
も
の
な
の
か

は
判
然
と
し
な
い
。

桂
伝
の
後
も
川
崎
は
徳
富
に
協
力
を
続
け
、
川
崎
２４
（
一
九
二
五
年
）
で
は
依
頼
さ
れ
た
橋
本
景
岳
伝
が
で
き
た
こ
と
を
伝
え
、
川
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崎
２５
で
は
大
塩
平
八
郎
洋
行
説
に
つ
い
て
質
問
に
答
え
て
い
る
。
昭
和
に
入
る
と
、
川
崎
は
『
公
爵
山
県
有
朋
伝
』（
一
九
三
三
（
昭

和
八
）
年
）
と
『
公
爵
松
方
正
義
伝
』（
一
九
三
五
（
昭
和
一
〇
）
年
）
の
執
筆
依
頼
を
受
け
た
。
川
崎
３３
、
川
崎
３４
、
川
崎
３５
、
川

崎
３７
で
は
山
県
伝
の
進
行
状
況
を
報
告
し
て
い
る
。
徳
富
９
は
、
徳
富
が
川
崎
に
『
公
爵
山
県
有
朋
伝
』
上
巻
の
第
一
編
「
青
年
時
代
」

第
一
章
「
総
叙
」
一
「
政
治
的
独
特
の
位
置
」
の
原
案
を
送
る
手
紙
で
あ
る
。
川
崎
３９
、
川
崎
４０
、
川
崎
４２
は
松
方
伝
に
関
す
る
も
の

で
、
川
崎
３９
で
は
山
県
伝
の
執
筆
料
の
厚
報
を
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
松
方
の
生
涯
は
変
化
に
乏
し
く
苦
心
推
敲
中
と
述
べ
、
川
崎
４２

で
は
宮
中
某
重
大
事
件
や
第
二
次
護
憲
運
動
と
松
方
の
関
係
に
つ
い
て
徳
富
の
教
示
を
求
め
て
い
る
。
こ
の
後
し
ば
ら
く
伝
記
編
纂
は

な
か
っ
た
が
、
最
後
に
、
薩
藩
史
研
究
会
の
依
頼
を
徳
富
が
受
け
た
『
陸
軍
大
将
川
上
操
六
』（
一
九
四
二
年
一
月
）
の
執
筆
が
川
崎

に
回
っ
て
き
た
。
川
崎
は
す
で
に
七
〇
歳
代
後
半
に
な
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
一
年
余
り
で
書
き
上
げ
た
。
川
崎
５４
、

川
崎
５５
、
川
崎
５７
が
川
上
伝
関
係
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
な
、
徳
富
の
修
史
事
業
に
協
力
し
、
ま
た
徳
富
が
企
画
あ
る
い
は
依
頼
さ
れ
た
伝
記
編
纂
事
業
に
参
加
し
、
執
筆
を
引

き
受
け
る
だ
け
で
な
く
、
川
崎
は
多
忙
な
蘇
峰
の
仕
事
の
一
部
を
支
え
た
。
例
え
ば
、
徳
富
６
で
は
川
崎
に
滋
賀
県
の
篤
志
家
が
創
立

し
た
高
等
女
学
校
開
業
式
式
辞
の
代
作
を
、
徳
富
７
で
は
漢
詩
の
代
作
を
依
頼
し
て
い
る
し
、
徳
富
８
は
建
立
予
定
の
天
皇
行
幸
記
念

碑
文
案
な
ど
に
つ
い
て
相
談
し
て
い
る
。
ま
た
、
川
崎
７５
は
徳
富
の
依
頼
に
応
え
て
、
川
崎
が
熊
本
県
八
代
城
跡
に
建
立
す
る
行
幸
記

念
碑
の
文
案
を
考
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
大
正
か
ら
昭
和
期
に
な
る
と
、
徳
富
に
式
辞
、
碑
文
、
揮
毫
、
漢
詩
な
ど
を
求
め
る
も
の
が

増
え
た
が
、
川
崎
は
多
忙
な
蘇
峰
に
依
頼
さ
れ
こ
れ
ら
の
案
文
起
草
に
忙
し
か
っ
た
。
ま
た
川
崎
自
身
も
、
故
郷
の
知
友
に
徳
富
の
揮

毫
、
碑
文
を
頼
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
、
そ
ん
な
場
合
、
川
崎
の
方
で
案
文
を
作
っ
て
蘇
峰
に
書
い
て
も
ら
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
徳
富
と
川
崎
の
関
係
で
あ
っ
た
が
、
両
者
の
共
通
の
趣
味
で
あ
っ
た
漢
詩
が
精
神
的
に
両
者
を
結
び
つ
け
て
い
た
可
能

性
が
あ
る
。
徳
富
１０
の
追
伸
部
分
で
、
徳
富
は
川
崎
を
夏
の
別
荘
で
あ
る
山
中
湖
双
宜
荘
に
招
く
と
と
も
に
、
新
聞
に
掲
載
し
た
漢
詩



23 川崎三郎（紫山）と徳富蘇峰の往復書翰（二）（大谷）23

の
批
評
を
依
頼
し
て
い
る
。
一
方
の
川
崎
も
徳
富
に
漢
詩
を
送
り
（
川
崎
２５
、
川
崎
３５
、
川
崎
３８
）、
時
に
は
蘇
峰
に
漢
詩
漢
文
の
添

削
を
依
頼
さ
れ
て
い
る
（
川
崎
３４
）。

松
方
伝
の
原
稿
が
完
成
し
て
時
間
的
な
余
裕
が
で
き
る
と
、
川
崎
は
執
筆
と
政
治
運
動
を
再
開
し
た
。
執
筆
活
動
の
中
心
は
『
訳
注

大
日
本
史
』（
全
１２
巻
、
建
国
記
念
事
業
会
編
、
一
九
三
九
年
五
月
〜
一
九
四
一
年
一
〇
月
）
で
あ
る
。
す
で
に
一
九
二
七
（
昭
和
二
）

年
の
手
紙
で
川
崎
は
徳
富
に
『
訳
注
大
日
本
史
』
の
企
画
を
告
げ
、
監
修
に
名
を
連
ね
る
こ
と
を
依
頼
し
て
い
た
（
川
崎
３０
、
川
崎
３１
）。

山
県
伝
と
松
方
伝
の
た
め
多
忙
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
計
画
は
遅
れ
て
い
た
が
、
一
九
四
〇
年
末
に
は
原
稿
が
で
き
あ
が
っ
た
（
川
崎

５７
）。
こ
の
後
、
川
崎
は
念
願
の
『
金
玉
均
伝
』
下
巻
（
甲
申
政
変
後
の
日
本
亡
命
時
代
）
の
執
筆
に
着
手
す
る
こ
と
を
希
望
し
て
い

た
が
、
彼
の
死
に
よ
っ
て
実
現
で
き
ず
、
徳
富
蘇
峰
の
推
薦
で
執
筆
に
あ
た
っ
た
前
田
蓮
山
の
草
稿
も
敗
戦
の
た
め
出
版
に
至
ら
な
か

っ
た
（
８
）

。
政
治
面
で
は
、
一
九
三
八
年
、
川
崎
は
満
州
国
と
北
京
に
視
察
に
出
か
け
た
（
川
崎
４８
、
川
崎
４９
）。
こ
の
時
、
冀
東
防
共
自
治
政

府
幹
部
池
宗
墨
と
知
り
合
い
、
彼
の
著
書
を
日
本
語
訳
し
て
出
版
し
て
い
る
（
９
）

。
ま
た
南
京
政
権
と
も
関
係
が
で
き
、
南
京
政
権
幹
部

民
誼
外
交
部
長
が
一
九
四
二
年
訪
日
し
た
際
に
は
、
徳
富
と
の
会
談
を
画
策
し
て
い
る
（
川
崎
６１
か
ら
川
崎
６４
）。
こ
れ
よ
り
先
、
一

九
四
〇
年
に
は
、
陸
軍
の
援
助
で
大
東
亜
協
会
を
設
立
し
、
一
九
四
一
年
か
ら
機
関
誌
『
大
東
亜
』
を
刊
行
す
る
と
と
も
に
、
大
東
亜

文
庫
シ
リ
ー
ズ
の
出
版
活
動
に
没
頭
し
た
。

一
九
四
二
年
秋
頃
か
ら
体
調
を
崩
し
た
川
崎
は
、
翌
一
九
四
三
年
五
月
一
二
日
、
八
〇
歳
で
死
亡
し
た
。
徳
富
と
静
子
夫
人
へ
宛
て

た
、
一
九
四
三
年
三
月
二
九
日
付
の
手
紙
（
川
崎
６７
）
が
徳
富
蘇
峰
記
念
館
の
所
蔵
す
る
最
後
の
手
紙
で
あ
る
。
文
字
も
弱
々
し
い
が
、

川
崎
は
徳
富
に
対
し
て
、
治
療
代
の
負
担
を
か
け
た
こ
と
、
古

会
（
金
玉
均
記
念
会
）
に
同
情
を
示
し
て
く
れ
た
こ
と
な
ど
に
感
謝

し
つ
つ
、
最
後
に
雑
誌
『
大
東
亜
』
に
毎
日
新
聞
紙
上
に
掲
載
さ
れ
た
徳
富
の
「
ア
ン
グ
ロ
サ
ク
ソ
解
剖
ノ
大
論
文
」
の
転
載
を
懇
願
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し
て
い
る
。
川
崎
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
魂
は
最
後
ま
で
健
在
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
五
）
む
す
び
に
か
え
て

以
上
の
解
説
に
よ
っ
て
、
川
崎
三
郎
（
紫
山
）
と
徳
富
蘇
峰
が
友
人
と
し
て
、
そ
し
て
仕
事
仲
間
と
し
て
、
五
〇
年
以
上
に
亘
っ
て

関
係
を
持
っ
て
き
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
筆
者
は
川
崎
三
郎
と
い
う
、
現
代
で
は
忘
れ
去
ら
れ
て
し
ま
っ
た
ア
ジ
ア
主
義
者
の
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
歴
史
家
の
生
涯
を
復
元
し
て
み
た
い
と
い
う
夢
を
持
っ
て
い
る
。
本
稿
は
不
十
分
で
あ
る
こ
と
は
自
覚
し
て
い
る
が
、

そ
の
研
究
の
基
礎
と
な
る
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
今
回
の
解
説
で
も
部
分
的
に
触
れ
て
い
る
が
、
川
崎
の
生
涯
と
仕
事
に
つ
い
て
研
究
す
る
時
、
徳
富
蘇
峰
と
の
関
係
は
最

も
重
要
な
柱
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
も
の
の
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
他
の
人
物
と
の
関
係
を
追
求
す
る
必
要
が
あ
る

の
で
、
最
後
に
そ
の
点
に
言
及
し
て
拙
い
解
説
を
終
わ
り
た
い
。

彼
の
活
動
の
柱
は
朝
鮮
問
題
で
あ
り
、
そ
の
切
掛
け
と
な
っ
た
の
は
、
甲
申
政
変
に
失
敗
し
て
日
本
に
亡
命
し
た
朴
泳
孝
と
金
玉
均

と
の
出
会
い
で
あ
る
（
１０
）

。
徳
富
宛
川
崎
三
郎
の
最
後
の
手
紙
（
川
崎
６７
）
で
も
、
金
玉
均
の
こ
と
は
頭
か
ら
離
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、

こ
の
分
野
に
関
係
す
る
内
田
良
平
、
黒
龍
会
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
今
後
研
究
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
。

最
近
、
牧
民
雄
『
日
本
で
初
め
て
労
働
組
合
を
つ
く
っ
た
男
―
評
伝
・
城
常
太
郎
』（
同
時
代
社
、
二
〇
一
五
年
）
と
い
う
本
を
読

む
機
会
が
あ
り
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
組
織
さ
れ
た
労
働
義
友
会
を
紹
介
す
る
記
事
が
、
川
崎
の
新
聞
『
経
世
新
報
』
一
八
九
一
年

一
〇
月
一
六
日
号
に
掲
載
さ
れ
た
こ
と
、
そ
し
て
翌
年
一
八
九
二
年
に
大
井
憲
太
郎
等
が
結
成
し
た
東
洋
自
由
党
の
機
関
誌『
新
東
洋
』

創
刊
号
に
川
崎
の
祝
辞
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
。
貧
民
労
働
者
保
護
、
内
地
雑
居
問
題
な
ど
を
介
し
て
、『
経
世
新
報
』が

初
期
労
働
問
題
と
関
係
を
持
つ
と
い
う
視
点
は
、
筆
者
に
と
っ
て
新
し
い
視
点
で
あ
っ
た
。
放
置
し
て
き
た
『
経
世
新
報
』
分
析
に
早
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急
に
取
り
か
か
る
必
要
が
あ
る
と
覚
悟
し
た
次
第
で
あ
る
。

注（
１
）

財
団
法
人
徳
富
蘇
峰
記
念
塩
崎
財
団
編
『
徳
富
蘇
峰
宛
書
簡
目
録
』（
徳
富
蘇
峰
記
念
館
、
一
九
九
五
年
）
の
「
目
録
出
版
に
あ
た
っ
て
」（
伊
藤
隆
）、

「
編
集
後
記
」（
徳
富
蘇
峰
記
念
館
学
芸
員
高
野
静
子
）
お
よ
び
「
デ
ジ
タ
ル
版
日
本
人
名
大
辞
典
＋plus

」
の
塩
崎
彦
市
の
項
を
参
照
。

（
２
）

伊
藤
隆
、
坂
田
正
敏
、
坂
野
潤
治
他
編
『
徳
富
蘇
峰
関
係
文
書
』
全
三
冊
（「
近
代
日
本
史
料
選
書
７
―

１
〜
７
―

３
」、
山
川
出
版
社
、
一
九
八
二
年
、

一
九
八
五
年
、
一
九
八
七
年
）。
高
野
静
子
『
蘇
峰
と
そ
の
時
代
』（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
八
年
）、
同
『
蘇
峰
と
そ
の
時
代
・
続
』（
徳
富
蘇
峰
記
念

館
、
一
九
九
八
年
）、
同
『
往
復
書
�
・
後
藤
新
平
―
徳
富
蘇
峰

一
八
九
五
―
一
九
二
九
』（
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
五
年
）、
同
『
蘇
峰
へ
の
手
紙
―

中
江
兆
民
か
ら
松
岡
洋
右
ま
で
―
』（
藤
原
書
店
、
二
〇
一
〇
年
）
な
ど
。

（
３
）

早
川
喜
代
次
『
徳
富
蘇
峰
』（
徳
富
蘇
峰
伝
記
編
纂
会
、
一
九
六
八
年
）
の
「
あ
と
が
き
」
に
よ
れ
ば
、
徳
富
蘇
峰
伝
記
編
纂
会
は
一
九
四
〇
年
結

成
さ
れ
、
早
川
は
「
東
京
を
中
心
と
し
て
九
州
・
京
都
な
ど
を
馳
せ
ま
わ
り
、
多
数
の
蘇
峰
翁
の
知
友
に
会
い
、
興
味
あ
る
資
料
を
入
手
し
、
こ
れ
に

基
づ
い
て
、
そ
の
都
度
翁
に
面
談
し
て
一
々
こ
れ
を
確
認
致
」
し
、「
あ
る
時
は
山
王
草
堂
の
書
庫
に
一
人
で
入
っ
て
資
料
を
探
」
す
、
な
ど
し
て
伝

記
の
執
筆
を
進
め
、
完
成
し
た
伝
記
は
一
九
四
五
年
夏
に
富
山
房
か
ら
刊
行
予
定
だ
っ
た
が
敗
戦
に
よ
り
中
止
さ
れ
、
そ
し
て
蘇
峰
の
死
後
、
一
九
六

八
年
に
刊
行
さ
れ
た
。
早
川
は
福
島
会
津
出
身
で
、
会
津
中
学
卒
業
後
は
下
野
日
々
、
福
島
民
報
、
報
知
新
聞
の
記
者
を
歴
任
し
、
一
九
二
七
年
高
等

試
験
司
法
科
に
合
格
し
て
東
京
で
弁
護
士
を
開
業
し
た
。
ま
た
、
一
九
三
八
年
、
野
口
英
世
記
念
館
創
立
委
員
・
理
事
と
な
り
、
一
九
四
五
年
故
郷
会

津
に
帰
り
、
一
九
五
六
年
、
白
虎
隊
記
念
館
を
創
立
し
、
同
館
の
館
長
兼
理
事
長
を
務
め
て
い
る
。
こ
の
注
記
の
典
拠
は
、
早
川
『
徳
富
蘇
峰
』
お
よ

び
徳
富
蘇
峰
記
念
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
人
物
検
索
等
に
拠
る
。

（
４
）

現
在
筆
者
が
把
握
し
て
い
る
川
崎
の
著
作
は
、
単
著
と
シ
リ
ー
ズ
も
の
（
シ
リ
ー
ズ
も
の
は
何
冊
あ
っ
て
も
一
点
と
数
え
る
）
を
合
わ
せ
て
五
一
点

で
あ
る
。
一
八
八
〇
年
代
後
半
の
三
年
間
に
七
点
、
一
八
九
〇
年
代
に
三
二
点
（
こ
の
中
に
は
『
世
界
百
傑
伝
』
一
二
冊
、『
日
本
百
傑
伝
』
七
冊
、『
戊

辰
戦
史
』
一
二
冊
、『
西
南
戦
史
』
一
二
冊
、『
日
清
戦
史
』
七
冊
が
含
ま
れ
る
）、
一
九
〇
〇
年
代
に
五
点
、
一
九
一
〇
年
代
と
一
九
二
〇
年
代
に
は

川
崎
単
独
の
著
作
は
な
く
、
一
九
三
〇
年
代
に
四
点
、
一
九
四
〇
年
代
に
三
点
と
な
る
。
こ
の
数
字
か
ら
、
川
崎
の
著
作
活
動
が
一
八
八
〇
年
代
後
半

か
ら
一
九
〇
〇
年
代
前
半
の
二
〇
年
足
ら
ず
の
期
間
に
集
中
し
、
こ
の
間
に
四
三
点
も
の
著
作
を
執
筆
し
た
こ
と
が
分
か
る
。
過
半
は
歴
史
書
、
史
論

で
あ
る
が
、
そ
の
凄
ま
じ
い
筆
力
に
は
驚
く
ほ
か
は
な
い
。
こ
れ
と
対
照
的
に
、
職
業
的
歴
史
ラ
イ
タ
ー
と
し
て
過
ご
し
た
一
九
一
〇
年
代
と
一
九
二
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〇
年
代
に
は
著
書
は
皆
無
で
あ
る
。
そ
し
て
、
山
県
有
朋
伝
と
松
方
正
義
伝
が
終
了
し
た
一
九
三
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九
四
〇
年
代
初
め
に
か
け
て
、

ロ
ウ
ソ
ク
が
燃
え
尽
き
る
寸
前
に
最
後
の
輝
き
を
放
つ
よ
う
に
、『
訳
注
大
日
本
史
』
全
一
二
冊
の
偉
業
と
数
冊
の
本
を
上
梓
し
て
、
川
崎
は
こ
の
世

を
去
っ
た
。

（
５
）

前
掲
早
川
『
徳
富
蘇
峰
』
四
三
一
頁
。

（
６
）

拙
稿
「
忘
れ
ら
れ
た
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
―
日
清
戦
争
以
前
」（『
専
修
史
学
』
二
九
号
、
一
九
九
八
年
）
参
照
。

（
７
）

ビ
ン
・
シ
ン
『
評
伝
徳
富
蘇
峰
』（
杉
原
志
啓
訳
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
）
四
四
頁
か
ら
四
五
頁
。

（
８
）

古

記
念
会
編
『
金
玉
均
伝
』
上
巻
（
慶
応
出
版
、
一
九
四
四
年
）
の
「
凡
例
」
参
照
。

（
９
）

池
宗
墨
著
・
日
本
紫
山
川
崎
三
郎
校
『
王
道
経
綸
論
集
』（
大
東
亜
協
会
、
一
九
四
一
年
五
月
）。

（
１０
）

茂
木
克
美
「『
須
永
文
庫
』
の
甲
申
政
変
関
係
資
料
」（『
東
ア
ジ
ア
近
代
史
』
二
三
号
、
二
〇
一
九
年
六
月
）。
こ
の
資
料
紹
介
論
文
は
筆
者
に
新
し

い
視
点
を
気
づ
か
せ
て
く
れ
た
、
ま
さ
に
学
恩
を
被
っ
た
論
文
で
あ
る
。

二
〇
二
〇
年
三
月
を
以
て
、
文
学
部
歴
史
学
科
の
近
江
吉
明
教
授
が
定
年
退
職
さ
れ
る
。
二
五
年
に
亘
る
友
情
を
思
い
起
こ
し
、
拙
稿
を
近
江
さ
ん
に
献

呈
し
ま
す
。

ま
た
末
筆
で
す
が
、
徳
富
蘇
峰
書
翰
・
川
崎
三
郎
書
翰
の
翻
刻
を
許
可
し
て
下
さ
っ
た
徳
富
蘇
峰
記
念
館
に
感
謝
致
し
ま
す
。


